
15．地　磁　気

　プロトン磁力計や光ポンピング磁力計などの開発によって地磁気の測定は高い精度で行えるよ

うになっている。鞄磁気変化には地震と関連した地震地磁気効果のほかに，数10～数100年の時

間スケールをもつ永年変化と木陽活動に関係した変動が含まれている。そこで地磁気変化のなか

から地震地磁気効果を検出するためにはノイズとなる他の変化を除去する必要がある。このため

に！2点の観測値の単純差あるいは重価差をとる方法や多点の観測値を用いる多重回帰法，Trans・

fer関数による方法などが使われている。

　地震地磁気効果が観測された例として1ま，本蔵g小山（197睡）の伊豆大島近海地震（1978，M＝

7．0），SasaiandIshikawa（1980），の東伊豆の地震（1978，班＝5．0，図15－1参照），住友（1984）

の山崎断層近傍の地震，（1984・，M＝5．6）に伴う異常変化などがある。

　地震地磁気効果の原因としてピエゾ磁気効果と界面動電効果が考えられている。ピエゾ磁気効

果についてはいくつかのモデルを遥用して観測量を説明した例がいくつかある（例えば，Shamsi
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図15－1地震に伴う地磁気の異常変化の例。菅引（SGH）と河津（KWZ）の鹿野山（KNZ）との全磁力

　　　　の差の変化。矢印は河津地震帯の主な地震の発生時刻。Sasai　and　Ishikawa（1980）による。
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and　Stacey，f969）。また界面動電効果に関してもMizutani　and　Ishido（1976）が松代群発地震

時の地磁気変化に適用している。

　評価はcoseismicな変化があるか，ない場合に合理的な理由が示されているか，前兆的変化が地

震発生前にはっきりと認識できるか，通常時と比較して異常であると容易に認識できるか，異常

な変化と地震との対応が明確であるかを基準としている。前兆現象として報告されたもののうち

ではcoseismicな変化のないものがほとんどである。また，長期間にわたる観測によって異常な変

化と地震との対応を調査した例もほとんどなく，高い評価のものはあまりない。今後は，長期間

の観測に基づく解析が必要と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （高山寛美）
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